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　 本 発 明 は 新 規 な 抗 ク ラ ミ ジ ア 組 成 物 に 関 す る も の で あ る 。 本 発 明 に よ る 抗 ク ラ ミ ジ ア 組
成 物 は 、 有 効 成 分 で あ る イ ン タ ー フ ェ ロ ン α と ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 及 び ／ 又 は ヒ ド ロ キ シ
ケ イ 皮 酸 と の 併 用 に よ る 相 乗 効 果 に よ り 、 抗 ク ラ ミ ジ ア 活 性 が 顕 著 に 高 め ら れ て い る う え
、 生 体 に 対 す る 毒 性 が 、 生 体 内 に お け る 持 続 性 に 優 れ る の で 、 注 射 又 は 経 皮 、 経 粘 皮
、 経 鼻 腔 若 し く は 経 口 経 路 な ど に よ り 、 生 体 に 適 用 す る こ と に よ っ て 、 ク ラ ミ ジ ア の 増 殖
を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
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